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"Beilby'Layer"の 厚 さ

一 金屬研磨面の構造一 一

小 野 宗 三=・..=郎

金馬の高度研磨面が所謂BeilbyIAyerを な.し,之 の構造が結晶性ではな くて,液 艘類似の

或種の無定形なる楽は既に一般に認 めらるる所であつて,此 本性に關しては,.荻 原氏が本詫η

に詳細に紹介 されたか ら,本 文には此居の厚さ及び此暦 の下部の歌態 に就て記逋す る事にす

る.
し

此雁の厚 さの測定に就て藍往を見るのに,先 づSir.G.T.Beilbyt)は 方解石の劈開i面の研麟

面を非常は稀い酸で溶解することtzよつて顯 嵌鏡下の外観變化を観察して,豪 画躑}の 厚さ
り

は5000～10,000Aで あ ると して ゐるが,電 子蜥 法が之が研 …年に導入 され るに至 つて・か

Lる イオ ン格 子を有す る結晶の研磨 面上の撓圃暦は傘禺高度研磨 面 と本 質的 に異 つ下結驫惟 の

もの なる ことが分明 したので今の所 問題 の外 にす る.,此 他 には電チ線 の金屬膜 内の透遏範園か

らH。Raetheド,の 提言 した如 く.此 暦の厚 さを10-6」10`Tcniの 程 度で あると考へ られてゐ.tc

に過 ぎなかつ たの であ る.然 るにFaradySocietyの 今 年九 月特別號 に於 て,.H.G..HO画n♂)

とC.S.Lees',と は 各獨立に此暦の厚 さを實測 した事 を報 告 し,之 に對す る諸家の討議o,もhさ

れて ゐるか ら,之 等 を纏 めて紹 介 したい と思ふ,

披 等の實齢は要す るに,金 屬 研磨 面 を剥 す ことに依 つて起 る構造の變 化 を電子廻折 法で追求

することに依 つてBeTlbyLaylrの 厚 さ及其下部の欺態 を探求 してゐるのであ る..

先 づHopkinsの 方 に就て言へば,膜 を剥 す方法 と して陰極壌散法 を取つ た.贅 料 は金で,

此 の研磨 した もの をアル ミニウム盤 の 中心 に」眞込 んで陰極 として,戒 丈」裏.散が一様 に.成る様 に

した.壞 歇條件は,低 瓦斯厘で,電 流O,5-O.6m.Amp.,電 歴2.4-2。8K.V.の 範 園で,壌 散の

進 行は,微 量天秤 に現 はれる試料の滅量 よ り之を分 明た し,30分 聞 に約10盡 の 居が取 り去 られ

る様 に レた.以 下剥取量 を厚 さで表は す。 斯 くて始 め金 を研磨 してBeilbyLayerの 存在 を電
り

子廻折圖に於ける特性的なる二個め幅廣 き環に依つて確認 して後,陰 極壌散1ζ掛け,10A剥 す

毎に廻折鬮を取つて,構 造の變化を追求 し海が共結果は概訟次の如 くに成る.り
1)10A取 る と,二 つの幅廣い瓊は依然存在 して居 るが,尚 此外lc,(331)(420)(422)(333)

及(530(600)(駕)二 群 の夫 々不均位 置に二つの弱 い`'eXLra"bandT)力 輯 現す る.
　 ロ

2)20A-SOA取 る と,廻 折墹 には殆 ん ど變化はないが,``extra"bandは 少 し彊 く成 る.ロ　り
3) .40A,(331)(420)(422)(333)に 相 當す る"extra"bandは 分 離 して,{331)(eO)及(422)

(333)のlii均 位 置で二つの よ り鏡い もの と成 る.・同時にBeilbyLayer特 有 の幅廣 き凌 の内,外

側の ものは 淌えて,(2・20)及(311)(222)の 位{澄 に二 つの項 となつて分離 す る.又(531)(600>(422}

に最 高度 を有す る弱 い福廣 い項 が幽て來 る.
り

4)駒A以 上,斯 くして面が剥されて行 くにつれて,廻 折闘の瓊は鏡 く鮮明に成つて來 る.
リ ロ

150Aの 所 では,(111),(2bO)面 が 途 に分明にな り,400-500Aで は 金 の正常 な圓 を興へ る.

以 上は決 して代 表的な もの とは言 ひ難 く..履 無定形暦の下 に(011)面 が 表面 に不行tC定 位 して

ゐるの を瓊像 に依 つて見受 け られ る.

此 等 の結果か らBeilbyLayerの 厚 さを決 庫す るのlc,30K.V.の 電 子がle以 内の角度で絶
り

封罕滑荏金屬膜に入射するとすれば,得 られる網折圏には約10Aの 深さ準の膜の性質炉織込
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まれ て居 る事 に成 るが,Beilby・Layerが 絶 聾F滑 である とは斷 言出來ぬか ら,廻 折 圖を生す る
り 　 お

に興った膜の厚 さは20-3etNlこntる.然 るに10へ 表 面 を剥 した だけで微結晶が現 はれ 出 した
ぢ

事から,結 局元のBvilbyLyerの 厚さは全艘的1ζ見て20r30A以 上ではあり得ないと言ふ事

及研應面の下では結品が内部の もの程大 きくなつてゐると言ふ事を結論 して居る。斯 くの如 く

Hopkinsの 結果から考へると.研 磨面の内部への構造の變化には連績性があることを嗜示 して

ゐるかの如 く思はれ るのである.

他方.Leesの 方はと言へば,膜 を剥す方法として電解法を取つた事がHopkinsと 異る點で

あつて1資 料は銅と金 とである・先づ銅の揚合には,電 解液として硫酸曹逵溶液(2瓦/1立)を

用ひ,剥 取量を通過電氣量及銅が全部二價 イオンと成つて取去られると言ふ假定の下に比色的
む

に測 定 した.結 果1‡次の如 くlcntる.即 ちBeilbyLayerは20-40AのEさ であつて,其 下に

は糞面に李行に(110)面 が 定位 したCu,Oの 贋
【

a■ ■■■■」.丶.

、 ・

＼ 国
ノ 「

1

銅 一 定 位 層

が15〔〕一500A迄 績 き,而 して最下居として普通

の踊詰晶がある.冩 眞は定位居の存在を示す電

子廻折鬮の一例である.此 定位を有する層の厚

さは,研 癬剤,壓 九 時間に依つて種々變.化す

るのであるが,定 位方向は研癬方向に無關係で

ある.又 此膳中では表の方 も奥の方 も結晶の大

い さには變 化な くしか も割 合大 きい(一 例100A)と 言 ふ 計算ltrRる.次1こ 金の揚合には,電 解

液 は シアン酸 加里溶液(5%)で.電 流密度は15m.Amplcm2で あ つて,矢 張 りBeilb}'La∫erの

厚 さは2〔ト40Aで あ り,定 位膳 の厚 さが銅 よりも厚 く1μ の程度で あ ると言ふ結架 に成 る.從

つてLeesの 結 果 よ り見れ ば・研磨 面の椿逶 を,BeilbsLayer・ 定 位屠及 正常結晶居の三つに確

然 と分 たれ た もの と して考 へて もよさそ うに思はれ るのであ る.此 點はHopkinsと 大 いに異

る點で ある.

以 上二論文 に對 する話 家の討議 を聞 くの に,先 づHopkinsの 陰 極壌散法の可否に就ては.

R.W.Ditchburnは,陽 イオ ンの衝 撃 に.依る陰 越表面の熱發生 に依つて,表 面構造の變化す る

事 は相 當考 慮に入れ ねばな らぬか ら,HopkinSの 億 はBeilbyLayerの 下 限値 を與へ る もので

あ ら うE言 ひ,又G.LFinciiは,此 他 に陰極 か ら飛び 出 した金屬が イオ ン衒 撃に依つて陰極

に復麟す る時結晶性の もの となる可能性 を指摘 しては ゐるが,Hopkinsの や つた樣 に低 瓦斯壓

で あれ ば此影響は恐 らく非常 に小 な もので あ らうか ら、若 しBeilbyLayerを 剥 す ことに依 つ

て測定 す る時 にぱ,Hopkinsの 方 法が最 も適巒な ものであら うと言 つて居 る.之 に對す るHop一
り

kinsの 箒辯は,若 しDitchbumの 指摘する如き影響が電大な ものとすれば,40A剿 した時

(OU)面 の定位が現れ るのは此影響に依る再結晶と見なければならぬ.從 つて此定位贋は研磨
り

面 の下 で深 さに關 係な く發見 されねば な らぬ.所 が實際 は500A剥 す ともう.iE常lt構 逃 の もの

に域 るので あるか ら,斯 る影響は さほ ど問題 とすべ きでは無い と答へて居 る.

他 方.Leesの 方 に對 しては,Finchは 次 の様 な自分 の實験 事實か ら反封 してゐる.帥 ち研磨

された及び無秩 序結晶銅 の加熱或 は陽 極酸 化1ζ依つ て生す る酸 化物はLeesの 言 ふ如 きCu,O

で は無 くて共組域 は不定で あ り又金の揚 合にはHopkinsと 同襟'`extra"b諏ndを 生 すると言

ふのであ る.研 磨操 作が定位贋 を生ぜ しめる機構等に關 して も兩者に意見の對立がある.

又Bellby]Layerの 厚 さ其物1こ就 ては,Hepkins,Lees兩 氏 の結果 が上述の如 く一致 した事

に對 して,G.RTbomsonは 滿 足の意 を表 してゐるが,Ditchburnの 心配す る如.く少 し小 さ過
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ぎ るのか も知れない し・ 叉J・ 志Darbyshireの 言ふ 知 く・ 研磨時間 及壓 力の相違がlBeilby

Layer.の 厚 さに差異 を.生ぜ しめ得 るか も知れ 摩いか ら.よb系 統的な研究 を望む と言ふ羃臼まもっ

と もの樣に思はれ る.

れ

以上.を總括 す るのに,C・H・Dcschの 言 ふ如 く,Bgitbyh∫erの 厚 さが20-40λ φ 程度で

あ る事 は大體動 か し難 きものであ らうが,共 他の鞍即 ち研磨 燥 作の金屬 に及ぼす奉質的作用,

生 すべ きBeilhyLayer及 定 位辰の構遭及共際に於 け る空氣 中の酸素のS動 等sこ至つては將來

の研 究を待 つて始 めて斷 すべ きで あ.らうr

終 りに臨み本稿を草rポ.るに富 う荻原氏に多大の御敦示を賜つた事に對して感鮒の意を表する(11月6日)
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